
大村市議会だより

全
対
策
事
業
の
新
規
事
業
申
請
を
行
っ

て
お
り
、
８
月
に
は
県
央
振
興
局
や
大

村
警
察
署
、
西
大
村
小
学
校
と
合
同
点

検
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
市
道
乾
馬
場

空
港
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
防
衛
省
所
管
の
補
助
事
業
と

し
て
申
請
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
つ
い

て
も
、
事
業
化
の
め
ど
が
立
ち
次
第
、

関
係
者
等
と
調
整
を
行
う
。

新
幹
線
沿
い
の
通
学
通
勤
等
の

　
　
　
　
　
　

道
路
は
安
全
か

三
浦　

正
司　

議
員

Ｑ 

大
村
市
内
全
般
を
見
渡
し
て
、
新

幹
線
事
業
と
関
連
し
た
新
幹
線
沿

い
の
通
学
通
勤
等
の
安
心
安
全
を
充
実

す
る
た
め
の
道
路
や
大
村
線
の
踏
切
等

の
整
備
に
関
し
、
大
村
線
の
移
設
や
廃

止
さ
れ
る
道
路
の
機
能
補
償
、
関
連
す

る
踏
切
の
整
備
、
工
事
用
道
路
を
活
用

し
た
新
し
い
道
路
の
設
置
要
望
等
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
駅
前
後

の
区
間
が
新
幹
線
ル
ー
ト
と
重
複

す
る
た
め
移
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま

た
、
踏
切
に
つ
い
て
は
、
宮
小
路
踏
切

が
あ
る
市
道
宮
小
路
矢
次
線
は
在
来
線

も
含
め
立
体
交
差
と
な
り
、
辻
第
２
踏

切
は
拡
幅
や
移
動
は
な
く
、
原
口
第
１

踏
切
は
歩
行
者
の
み
の
利
用
と
な
る
。

ま
た
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
原
口
第
１

踏
切
か
ら
以
南
の
新
幹
線
本
線
と
道
路

行
財
政
・
一
般

の
交
差
ま
た
は
支
障
と
な
る
箇
所
は
機

能
補
償
と
い
う
こ
と
で
付
け
替
え
ら
れ
、

機
能
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
新
た
な

道
路
に
つ
い
て
は
、
要
望
は
な
い
状
況

で
あ
る
。

投
票
率
向
上
対
策
と
し
て

　
　

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

大
崎　

敏
明　

議
員

Ｑ 
期
日
前
投
票
は
市
民
の
皆
様
に
浸

透
し
、
先
日
の
市
長
選
挙
で
は
、

投
票
数
の
約
20
％
で
あ
っ
た
。
投
票
率

向
上
対
策
と
し
て
、
期
日
前
投
票
所
の

増
設
が
最
も
有
効
で
は
な
い
か
。
人
口

の
分
布
か
ら
す
る
と
、
市
北
部
地
区
の

「
郡
コ
ミ
セ
ン
」
が
最
適
だ
と
思
う
が
、

選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
の
意
向
は
ど

う
か
。

Ａ 

期
日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
投
票
所
の
確
保
や
投
票
シ
ス

テ
ム
の
構
築
費
用
、
人
員
の
確
保
な
ど

課
題
が
あ
る
が
、
有
権
者
の
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
、
投
票
率
の
増
加
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
し
、
平
成
28
年
７
月
の
参
議
院

議
員
一
般
選
挙
か
ら
北
部
地
区
に
増
設

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

「
風
通
し
の
良
い
市
政
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

川
添　

勝
征　

議
員
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職
員
の
地
域
担
当
制
度
に
つ
い
て

提
案
す
る
。
福
知
山
市
で
導
入
さ

れ
て
い
る
こ
の
制
度
は
、
職
員
２
名
が

一
町
内
を
担
当
し
、
町
内
会
長
と
面
談

の
上
、
道
路
や
災
害
、
防
災
、
ご
み
問

題
等
の
地
域
の
困
り
事
を
ま
と
め
、
報

告
書
を
担
当
部
に
提
出
し
、
担
当
部
は

町
内
会
長
に
確
認
し
処
理
す
る
と
い
う

合
理
的
で
親
切
な
制
度
で
あ
る
。
困
り

事
や
相
談
だ
け
で
は
な
く
、
市
の
行
事

や
行
政
報
告
等
が
容
易
に
で
き
る
制
度

を
本
市
で
も
実
現
し
た
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

Ａ 

本
市
で
は
、
出
張
所
が
地
域
担
当

と
し
て
の
業
務
を
担
っ
て
お
り
、

地
域
と
市
役
所
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
行
政
を
つ
な

ぐ
取
組
み
と
し
て
、
地
区
別
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
地
区
別
要
望
の
提
出
を
毎
年
１

回
実
施
し
て
い
る
。
地
域
住
民
と
市
役

所
の
距
離
を
よ
り
近
い
も
の
と
し
、
地

域
の
課
題
を
よ
り
早
い
段
階
で
把
握
す

る
こ
と
が
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め

る
上
で
重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
で
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

人
口
減
少
対
策
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

城　

幸
太
郎　

議
員

Ｑ 

市
長
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
強

化
、地
場
産
業
育
成
、新
幹
線
効
果
、

工
業
団
地
開
発
等
で
、
人
口
10
万
人
を
目

指
す
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
２
０
４
０

年
に
は
８
万
７
千
人
に
な
る
と
い
う
予

想
も
あ
る
。
人
口
減
少
に
は
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

の
大
型
事
業
を
考
慮
す
れ
ば
、
人
口
減

少
は
避
け
た
い
。
人
口
減
少
対
策
検
討

委
員
会
の
設
置
を
提
案
す
る
。

Ａ 

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
対

策
を
含
め
た
地
方
創
生
対
策
本
部

を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
長

を
本
部
長
に
、
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
や
独
自
の
取
組
み
な
ど
、
地
方

創
生
に
向
け
て
、
大
村
市
版
の
総
合
戦

略
を
策
定
し
た
い
。

一
般
職
員
の
人
事
評
価
の

　
　
　
　
　
　

進
捗
に
つ
い
て

城　

幸
太
郎　

議
員

Ｑ 

庁
内
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
多

数
の
職
員
が
や
り
が
い
を
感
じ
る

た
め
に
仕
事
の
成
果
や
能
力
に
対
す
る

適
正
な
評
価
を
求
め
て
い
る
。
昇
任
や

降
任
に
は
評
価
に
基
づ
く
能
力
や
実
績

を
重
視
し
、
責
任
を
持
っ
て
業
務
や
役
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